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Abstract

As the amount of available information on the WWW increases vastly, we feel di�culty to collect
information e�ciently. In this paper, we propose an automated information delivery system. It is
located between users and WWW resources as a proxy, and automatically collects WWW pages at
designated URLs and noti�es the updates to the users by using E-mail. While it collects pages, it
learns the communication speed and the frequency of updates for each server and chooses a proper
access strategy 
exibly.

1 はじめに

現在，WWWは世界中で用いられ，多くの情報が提
供されている．また，情報発信も容易になり，日々新し
い情報が次々に加えられている．しかし，次第にその
データ量は膨大なものとなり，ユーザが情報収集に費や
す時間や労力が増加している．ユーザ側の負担として
は代表的なものが三つ考えられる．
まず最初に，ユーザが常に最新の情報を手に入れる

ためには，常にサイトをチェックし情報を収集しなけれ
ばならない．さらに，チェックするサイトの増加にとも
ない，またそのサイトの更新頻度の増加にしたがって，
ユーザ側の負担がさらに増加し，その結果，ユーザが情
報収集を行いたいと思う全てのサイトをチェックするこ
とがかなり困難になる．

次に，一般的にネットワークの負荷は一定ではなく時
間帯によって異なる．さらに接続先の相手サーバによっ
ても大きく異なる．具体的に述べると，接続先のサーバ
が企業の場合には昼頃にアクセスが集中し，プロバイダ
の場合には夜にアクセスが集中するなどの傾向がある．
アクセスが集中しネットワークの負荷が高い時間帯に
アクセスすると，情報収集に余計な時間がかかること
となる．
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最後に，Webページの更新頻度は様々であり，それ
ぞれのサイトによって異なる．ニュースなどを扱うサイ
トは頻繁に更新を行うが，大学のトップページなどは
ほとんど更新されない．もしアクセスしたWebページ
が更新されていなかった場合には，アクセスするため
にかかった労力や時間が無駄なものになり，さらにネッ
トワークに余計な負荷をかけることになる．逆に，更
新されているWebページにアクセスしないと，重要な
情報を取りこぼす可能性がある．例えば，更新の間隔
がWebページに記述されていればよいが，そういった
更新に関する情報はほとんど記述されておらず，結局，
情報を取りこぼさないために何度も更新されていない
Webページにアクセスすることになる．

本稿ではこの三つのユーザ側の負担を軽減し，なおか
つネットワークを効率的に利用するWWW情報配送シ
ステムについて述べる．ユーザは巡回を行いたいWeb

ページのURLを登録するだけでよい．すると，本シス
テムがネットワークの負荷の状態を監視し適切な時間
帯に，巡回先のWebページの更新頻度に応じた適切な
頻度で情報収集を行い，その結果をユーザに自動配送
する．

２章で本システムと動的学習システム，適切な巡回
頻度の設定方法について詳しく述べ，４章で動的学習
システムの評価を行う．最後に５章において得られた諸
結果の総括を行って，今度の課題について述べる．



2 WWW情報配送システム
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図 1: システムの概念

まず本システムの全体像について述べる．
このシステムはユーザーとWWWの間にFacilitator

として存在し，ユーザはブラウザを介して要求を述べ
ることができる
具体的には，最初にプロキシを設定し，スタート画面

にアクセスする．スタート画面で IDとパスワードを入
力すれば，ブラウジング画面になる．

図 2: ブラウジング画面

ブラウジング画面はフレームにより上下に分割され
ていて，上段がコマンドフレーム，下段がブラウジン
グフレームとなっている．上段のコマンドフレーム内の
GOTOの欄にURLを入力することで，ブラウジングを
行うことができる．現在表示されているWebページの
巡回を行いたい場合には，SAVE THIS PAGEのボタン
を押す．そうすると，そのWebページのURLが巡回リ
ストとして保存される．また，POSTを使ったCGIの
場合，クエリーに入力した文字列も記憶している．従っ
て，データベースでの特定のキーワードに対する検索
結果の更新状況なども調べることができる．ユーザが
巡回先を登録すると，あとは本システムが適切な時間
帯と頻度で巡回を行う．巡回を行う時間帯と頻度の設定
方法は後で述べる．
巡回を行って，更新のあったWebページはサーバ内

にキャッシュする．そしてそのキャッシュしたWebペー

ジのURLをユーザに電子メールで通達する．ユーザは
ブラウザでアクセスすることにより，情報を得ることが
できる．

2.1 動的学習システム
一般的にアクセスが集中する時間帯に一定の傾向があ

るのは，前述の通りである．またネットワークの負荷は
変化するものである．負荷の低い時間帯にアクセスし，
ネットワークの負荷を動的に監視すれば，ネットワーク
を効率的に利用することができる．
従って，本システムは動的学習を行う．まず，その際

に残しておくデータの内容について述べる．このデータ
には，情報収集を行ったサーバ名とその際の通信速度を
時間帯別にして記録されている．分類をWebページ毎
ではなくサーバ毎に行ったのは，通信速度の記録はWeb

ページごとに行うことが考えられるが，あるWebペー
ジへの通信速度は，そのWebページのサーバによって
決まると考えられるからである．
次に学習方法について述べる．本システムは一定期

間ごとに学習を繰り返す．
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図 3: データの例

学習したデータは図3のように，それぞれのサーバ
における一日の間の時間帯別通信速度 [bps]を一つのま
とまりとする．その学習したデータ (記憶)は記憶領域
(memory)に保持される．記憶領域にはある一定の記憶
量が設定されている．もし学習した記憶がその記憶量を
超えた場合には，古い記憶から忘却していく．そして，
その記憶領域内の記憶の平均値を計算し，サーバ毎に
巡回時刻を決定する．例えば，記憶領域にD1，D2，D3
が保持されていたとする．今，新しくD4を学習してき
た場合には，一番古いD1が削除 (忘却)され，その代わ
りにD4が挿入される．このことを図4に示す．
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図 4: 更新方法



これらのことにより，ネットワークの負荷の低い時間
帯にアクセスすることができる．従って，特定の時間帯
にアクセスが集中するのを避けて，ネットワークの負荷
の均衡化を行うことができる．

2.2 適切な巡回頻度

それぞれのWebページによって，更新頻度は様々で
ある．ネットワークを効率的に利用するためには，更新
頻度の高いページに対しては巡回の回数を増やし，逆
に更新頻度の低いページに対しては巡回の回数を減ら
す必要がある．そのため，本システムでは，Webペー
ジ毎に一日に巡回する回数を設定し，そのWebページ
の更新頻度に応じて巡回の回数を変化させている．
具体的には，一日に一度巡回する場合は最も通信速

度の速い時間帯を選ぶ．一日に数回の巡回を行う場合に
は，Webページの更新が一日に均等に行われると仮定
して，２４時間で均等に巡回を行う．例えば，一日に３
回の巡回を行う場合には，0,8,16時，1,9,17時，2,10,18
時…のように巡回する時間帯の組み合わせを決めた上
で，これらの組み合わせのうちで最も効率的に巡回で
きる時間帯，つまり３回分の合計通信速度が最も速く
なる時間帯を選択する．
また，巡回頻度は一日おきに変更する．翌日の巡回頻

度は，巡回した回数の内，実際にWebページが更新さ
れた回数で３通りに場合分けを行って設定する．
具体的に一日N回の巡回を行う場合を考えてみる．
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図 5: 更新ヒット回数による場合分け

図5の中のＨ [回]とは，更新ヒット回数 (一日の間に，
巡回を行った際に巡回先のWebページが更新されてい
た回数)である．この図のように，Webページの更新が
ｎ／２回未満であった場合には，巡回の回数をｎ－１回
とする．Webページがｎ回とも更新されていた場合に
は，翌日の巡回の回数をｎ＋１回とする．それ以外の場
合には，巡回の回数はｎ回のままで変更を行わない．

3 動的学習システムの評価

ここでは本システムの動的学習システムの有用性を
評価するための実験をおこなう．
動的学習システムにより，ネットワークの負荷の低い

時間帯にアクセスできるかどうかを実験するため，以
下の二つのモデルの通信速度を比較した．

(1) 動的学習システムを利用し巡回時刻を決めるモデル

(2) 定時 (0時)に巡回を行うモデル

一日の巡回頻度を一回と設定し，(1)のモデルは先に
一週間の学習を行い，その後の一週間を実験期間とし
た．巡回先のWebページは，ニュースを扱うサイト，企
業のサイト，大学のサイトから，３つずつ，合計９つ選
んだ．

表 1: 実験結果

通信速度 (bytes/sec.)

(1) 139380

(2) 125679

上の表１にあるとおり，上段の動的学習システムを利
用したモデルのほうが，下段の定時に巡回を行うモデ
ルより通信速度が高い．これは動的学習システムによ
る効果である．

4 結論

本稿ではユーザの代わりに情報を収集し，その結果を
配送するWWW情報配送システムについて述べた．動
的学習システムを提案し，その動的学習システムにより
学習した記憶などに基づいて，適切にアクセスできる
時間帯と巡回頻度を決定した．それにより，ネットワー
クの負荷を抑え，負荷の集中する時間帯を分散させる
ことが可能となる．
今後の課題としては，更新箇所の明示が挙げられる．

これは更新箇所が少なかったりサイズが大きいWebペー
ジなどでは，どこが更新されたかすぐに判断できない
場合があるからである．
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